





















































ood （以下、 『武勲』 ）の主要な舞台となったヨークシャ南部
のバーンズデイルやランカシャのクリザロウといった 地もふくまれていた。
最後に人名からの接近法がある。これはロビンフッドもしくはそれに類する姓をもった人名を探っていくというもの


































































































































 holde  w








ith  cloth and fee’:
　　 　（第一〇七連）
ここには国王の主席裁判官がヨークの聖マリア修道院の院長に「衣服と給金」で抱え込まれている様子が如実に示さ




dest thou shote as w




	 To grene w
























erke to thy fe.’
　「剣をおさめろ」と料理人
	
‘Put up thy sw













nd  everych of them




































































































oth for knyghtes and for squyres,
　かれの名声 高まった
	





























































The‘	 Song against the K
ing’s Taxes’ は暴利をむさぼる税の徴収人に対する不満を訴えている。また、国王の食糧
徴発官とベイリフを公然と非難している「農民の歌」



















































































































































































































































arke to thy fee.’
　　 　（第一五〇連）
既述のように、ここには給金による抱え込みが明瞭にみてとれる。また、 『武勲』第五節ではロビン・フッドを捕まえようと、ノッティンガムの州長官が弓試合を企画・開催する（第





















































































e toke the yeft so curteysly,
　かれは緑の森へと行きかけた
	
	 To grene w
ode w
olde he.

























 god bolt ow
the he toke ;
　そこで的の近くに進み
	


























e cleffed the preke on thre.
　　 　（第五二連）
ロビンは弓の試合において、すぐれた射手として自身の武勇を披露している。弓の試合は州長官をかつぐ契機として



































































王軍隊において定期的に大勢の弓兵が雇用され ようになるには、一三世紀末のエドワード一世治世期（一二七二～一三〇七）まで待たなければならない。さらに、一団 なった弓隊が綿密 計画さ 戦術上 体制に組み込まれるの
ロビン･フッド研究の一動向（）



































































































ロビン・フッド 、こうした宮廷人としての徳目をかねそなえているが それと同時にギルド構成員ないし 商人



























	 In londe w
















he one in the w

























































おこなわれる。料理人は特別な技能、すなわち剣士とし の技能を発揮し、リトル・ジョンによ てアウトローの一味に加えられる。リトル・ジョンは料理人にお仕着せと給金を与えることを申 出る（第一七〇～一七一連） 。
（）
もうひとつの例は、ヨーマン・アーチャーであるレイノルド・グリーンリーフに変装したリトル・ジョンが州長官と









































































nd thre hundred pounde and thre.’
　　 　（第一七九連）
（ⅴ）お仕着せの授与
『武勲』ではお仕着せの授受が中心的な役割を演じており、アウトロー一味への新たなメンバーの加入を示唆している。州長官の料理人がリトル・ジョンと戦い、引き分けに終わると、リトル・ジョンは料理人を誘って緑の森に一緒に来るよう告げる。その際、年に二回衣服を新調し 二〇マルクの給金を与えることを申し出る（一七〇～一七一連） 。この点はマディコット説を説明した際に、既に述べた通りである。また、リトル・ジョンはあまりに薄着でみすぼらしい騎士に衣服を提供す ようロビンに進言するが（七〇連） 、それによって騎士 ロビンの手下になる。同様に ノッティンガム 州長官が森で捕まった時、州長官は靴下、靴、衣服 コートを脱がされ 緑のマントを支給される。　かれらが食事をしっかりとると
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od have parte of the :’
　「わしには一〇シリングしかないのだ
	
‘I have no m
ore but ten shelynges,’ 
　と騎士
	























































































五四～五五連） 。その金を騎士はロビンから借りることになるが、それには保証人が必要であった。ロビンは騎士が告げた「十字架で死んだ御仁」 （第六二連）やペテロ、パウロ、ヨハネではだめだという。 「もっとましな保証人を探しなさい／でないと金など手に入りませんぞ」 （第六 連）とロビンは続け 。サー・リチャードが 敬愛する聖母マリア様」 （第六六連）ではどうかと申し出 と、聖母マリアを敬愛する ビンは 底 賛同する ここ も聖母マリアは重要な役割を演じている。
そして、リトル・ジョンに金蔵からよく数えて四〇〇ポンドを持っ 来るよう命ずるのである（第六七連） 。なぜな
らば、それは「貧苦に堕ちた高潔の騎士を／助けるための施し」 （第六九連）だか であ 不幸 メンバ に対する慈善行為ないし 義援金の提供はギルド 重要な機能のひ つで ったが、第六九連に それ みてとれる。
返済期日は「一二ヶ月後の今日」 （第七九連）ということで、ふたりは合意する。騎士の返済が遅れると ロビンは
（）







































ete that it be.’
　リトル・ジョンは木の弓以外の
	
	 Lytell Johnn toke none other m
esure




























hynkest thou for to be?’
　　 　（第七三連）
ここにはいくつかの重要な論点がかくされている。第一に、ロビンは騎士に衣服を支給し、身支度させることにより、








hode ） 、 「マント」 （
m
antel ） 、 「上着」 （
kirtell ）か
ら「短い外套」 （
cote of pie ） 、 「ズボン」 （
breche ） 、 「シャツ」 （




scarlet and grene ） 、 「緋と縞」 （
scarlet and of raye ） 、 「白と赤」 （
w
hyte 
and rede ） 、 「灰色」 （
graye ） 、 「黒」 （
blacke ） 、 「緑」 （





















ていない。このことはフォレストの境界をめぐる係争がなくなった一四世紀の時代状況を反映してい とオルグレンはみる。しかし、鹿 密猟 おこなわれていた。ランカシャ くま く巡行したエドワー 王は、プロンプトン・パークで多くの鹿に逃げられた（第三五七連） 。同パークで は鹿の大群に遭遇することを期待して た で るが、立派な角をもった鹿はほとんどいなかった（第三五八連） 。
このくだりは、おそらくロビン一味による鹿の密猟があったことを暗示している。最終的には、王はロビン・フッド














深いのは、ロビン一味がアウトローの宣告を受けた「森のヨーマン」であり、 「ヨーマン・フォレスター」であったという点である。こうしたポラードの見方からすれば、本来、王の森に棲息する鹿をまもるべき役割を担っていたフォレスターが、現今、アウトロー 王の鹿をか め喰らって生計をた ているという、なんとも皮肉なことになる。と同時に、修道士に扮した国王が、こともあろうにアウトローたち 手で殺された王の鹿で饗応されるという場面（ 『武勲』第三八七～三九三連）が想起される。こうしたアイロニィもロビン・フッド物語の大きな魅力のひとつになっている。
ともあれ、多義的な「ヨーマン」なることばの解釈が論者によってまちまちであることが明らかである。そ がまた
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